
第10次総量削減（総量管理）計画の策定
及び総量規制基準の改定等に向けて

〇第10次水質総量削減の在り方について

―総量削減から総量管理への転換―（答申）

〇三重県の第10次総量削減（総量管理）計画の

策定に向けて

〇(参考)総量規制基準の改定について
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第10次水質総量削減の在り方について―総量削減から総量管理への転換―（答申）

2（出典：第10次水質総量削減の在り方について―総量削減から総量管理への転換―（答申）概要）



第10次水質総量削減の在り方について―総量削減から総量管理への転換―（答申）

（出典：第10次水質総量削減の在り方について―総量削減から総量管理への転換―（答申）概要） 3



（参考）栄養塩類管理制度について

兵庫県（R4）、香川県（R6）、山口県（R7）、愛媛県（R7）が策定済み 4

（出典：三重県議会豊かで美しい三重の海づくり調査特別委員会（令和７年７月１５日）資料1-2（環境省資料））



（参考）兵庫県栄養塩類管理計画の策定（令和4年10月）

5（出典：三重県議会豊かで美しい三重の海づくり調査特別委員会（令和７年７月１５日）資料1-2（環境省資料））



（参考）山口県栄養塩類管理計画の策定（令和7年2月）

下限値： 水産用水基準において海域の生物生産性が低いと
されている値

上限値： 対象海域の水質環境基準の類型である海域III

■山口県宇部市の沿岸部一部のみで設定する栄養塩類管理計画を策定。
■事業場1カ所、市の下水処理場2カ所において栄養塩類増加措置を実施。

計画概要

●対象物質 全窒素、全りん

●水質目標値

●栄養塩類増加措置実施者

●対象海域
ノリ養殖で課題を抱える宇部海域に設定

6（出典：山口県栄養塩類管理計画をもとに三重県が作成）

事業場1カ所、市の下水処理場2カ所



図 水質総量削減制度の概要
（出典：環境省中央環境審議会総量削減専門委員会（第1回）資料に一部加筆）

※令和8年5月7日 中央環境審議会答申

※時期未定

※本部会で検討
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三重県の第10次総量削減（総量管理）計画の策定に向けて

国の総量削減基本方針（時期未定）や「第10次水質総量削減の在り方について（令和8
年5月7日中央環境審議会答申）」の記載内容等を踏まえて、三重県の独自性（地域特
性や重点的な取組等）も十分考慮して整理



三重県の第10総量削減（総量管理）計画の策定に向けて

〇「きれいで豊かな海」の実現に向けて

第9次総量削減計画に引き続き、環境基準の達成と生物生産性・
生物多様性とが調和・両立した「きれいで豊かな海」の実現に向け
各種関連施策を、関係部局と連携のもと総合的に進めていく必要
がある。

〇「総量削減」から「総量管理」への転換
地域のニーズや課題等に応じて、海域ごとに目指すべき水環境の
姿を地域が主体となって定め、きめ細やかな水環境管理への転換
を図ることが重要である。
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〇総量規制基準：L（汚濁負荷量）＝C（汚濁物質濃度）×Q（届出排水量）

9

（参考）総量規制基準の改定について

・必要に応じて、該当業種等に係る工場、事業場へのアンケート調査やヒアリング等

今後、総量規制基準の見直しが行われた場合、
見直しが行われた業種その他の区分を中心に、
具体的な基準（数値設定）の改定の可能性を検討

関係都府県は、「化学的酸素要求量、窒素含有量及びりん含有量
についての総量規制基準に係る業種その他の区分及びその区分ご
との範囲（環境省告示）」に定められた範囲内において業種その他
の区分ごとに総量規制基準を定める必要がある。
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